
                
 

吾
妻
連
峰
や
飯
豊
連
峰

の
残
雪
が
朝
日
に
輝
く
頃
と

な
り
ま
し
た
。
梅
に
続
い
て
桜

も
咲
き
誇
り
、
正
に
春
爛
漫
、

光
溢
れ
る
春
を
迎
え
て
い
ま

す
。 

 

館
長
を
拝
命
し
、
二
年
目

を
迎
え
た
山
田
和
男
で
す
。

今
年
度
も
誠
心
誠
意
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

職
員
に
つ
い
て
は
、
十
三

年
勤
務
し
た
佐
藤
久
美
子

が
退
任
し
、
新
た
に
髙
橋
祐

美
（
池
黒
在
住
）
を
迎
え
ま 

 

         

 し
た
。
職
員
四
名
で
力
を
合

わ
せ
て
運
営
し
て
参
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
南
陽
市
夕
鶴
の
里

は
、
平
成
五
年
の
開
館
以
来
、

民
話
を
中
心
と
す
る
民
俗

文
化
の
継
承
を
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
、
観
る
・
聴
く
・
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幅
広
い
年

齢
層
の
豊
か
な
心
を
養
い
、

生

涯

学

習

と
し
て
定

着

を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事

業
展
開
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
南
陽
市
夕
鶴

の
里
が
、
よ
り
多
く
の
皆
様

に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
施

設
に
な
る
よ
う
、
職
員
の
み

な
ら
ず
関
係
者
一
同
一
丸

と
な
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

昨
年
度
、
南
陽
市
夕
鶴
の

里
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
基
本
的
な

方
向
性
）
と
し
て
『
民
話
ｄ
ｅ

民
輪
』
を
掲
げ
ま
し
た
。
民

話
で
人
々
が
集
い
、
人
々
が

輪
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

漆
山
地
区
に
は
、
古
民
家

再
生
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
「
つ
る
の

こ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま

た
、
農
業
振
興
を
通
し
て
漆

山
地
区
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
「
Ｏ
‐
Ｓ
Ａ
Ｔ
（
お
り
は

た
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
）

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。 

 

南
陽
市
夕
鶴
の
里
が
あ
る

漆
山
地
区
の
こ
う
し
た
新
し

い
動
き
と
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
、
当
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

夕
鶴
の
里
館
長 山

田
和
男 

        

                                         

 

休館日変更のお知らせ 

 夕鶴の里は令和６年４月１日より休館日を月曜日が

休日の場合はその直後の平日を休館日とさせていただ

きます。ご理解、ご協力をよろしくお願いします。  



300 人目のお客様へ記念品を贈呈しました。 

～
令
和
六
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 
◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

四
月
十
四
日
（
日
） 

 

◆
第
二
十
四
回 

「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

七
月 

六 

日(
土
）
～ 

八
月
二
十
四
日
（
土
）
全
４
回 

               

◆
第
十
一
回 

「
お
き
た
ま
語
り 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

六
月
十
六
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座 

オ
ー
プ
ン
講
座 

八
月
三
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

   

◆
語
り
部
養
成
講
座 

閉
講
式 

八
月
二
十
四
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

九
月
十
九
日
（
木
） 

 

第
二
十
二
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
六
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
山
形
大
学 

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
民
話
語
り
部
体
験
講
座
」 

 

十
月
十
二
日
（
土
）
～ 

十
一
月
三
十
日
（
土
） 

 
◆
第
二
十
一
回 

民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

十
二
月
八
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

               

◆
昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

  

      
 

現

在

、
大

好

評

開

催

中

の

「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
は
三
月

十
三
日
に
三
百
人
目
の
ご
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
月
六
日
の
開
催
か
ら
老
若

男
女
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
展

示
と
な
り
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ひ
な
飾
り
展

は
五
月
十
二
日
（
日
）
ま
で
開
催

で
す
。
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

                     

       

来
館
さ
れ
る
お
客
様
に
「
吊

る

し

飾

り

は

展

示

し

て

い

ま

す
か
」
と
お
問
合
せ
が
あ
り
ま

す
。「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
で

は

十

三

点

の

つ

る

し

飾

り

を

展
示
し
て
お
り
ま
す
。
飾
り
は

大

小

様

々

で

高

低

差

も

変

え

て

あ

り

ま

す

の

で

見

応

え

が

あ
り
ま
す
。 

見

上

げ

た

つ

い

で

に

資

料

館

の

美

し

い

梁

も

併

せ

て

ご

覧

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

い

ま

す
。 

       

第 23 回「語り部養成講座」 

受講の様子  

第２０回語り駅伝の様子  

夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展 

の
見
ど
こ
ろ 


